
　江戸時代から、さまざまな文化の華が咲き誇った八女。その伝統を受け継いで、明治以
降もさまざまな芸術家、作家が画壇や文壇で活躍してきました。市内にはたくさんの文学
碑が置かれているほか、ゆかりの文化人をしのぶイベントも開催されています。

あの人

杉本章子
江
戸
を
舞
台
に
し
た

小
説
で
人
気

（
1
9
5
3
〜
）

　

八
女
市
生
ま
れ
。
昭
和
54（
1
9
7
9
）
年
に
大
学
院
の
修

士
論
文
で
扱
っ
た
儒
学
者
、
寺
門
静
軒
を
描
い
た
小
説
「
男
の

軌
跡
」
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
。
江
戸
を
舞
台
に
し
た
時
代
小
説
で

人
気
を
集
め
、
昭
和
63（
1
9
8
8
）
年 

に
「
東
京
新
大
橋
雨

中
図
」
で
第
1
0
0
回
直
木
賞
を
、
平
成
14（
2
0
0
2
）
年

に
「
信
太
郎
人
情
始
末
帖
」
シ
リ
ー
ズ
第
一
作
「
お
す
ず
」
で

2
0
0
2
年
度
中
山
義
秀
文
学
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

安部龍太郎
歴
史
小
説
の
時
代
を
担
う
作
家

（
1
9
5
5
〜
）

　

黒
木
町
生
ま
れ
。
図
書
館
司
書
を
勤
め
る
か
た
わ
ら
、
数
々

の
文
学
賞
に
応
募
し
、平
成
2（
1
9
9
0
）
年
、「
血
の
日
本
史
」

で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
。
平
成
17（
2
0
0
5
）年
に「
天
馬
、翔
け
る
」

で
第
11
回
中
山
義
秀
文
学
賞
を
、同
24（
2
0
1
2
）
年
に
絵
師
、

長
谷
川
等
伯
を
主
人
公
に
し
た
「
等
伯
」
で
第
1
4
8
回
直
木

賞
を
受
賞
。
歴
史
小
説
の
時
代
を
担
う
作
家
と
し
て
大
き
な
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

五木寛之
小
説
、
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
な
ど

多
方
面
に
活
躍

（
1
9
3
2
〜
）

　
立
花
町
生
ま
れ
。
福
島
高
校（
八
女
市
）時
代
は
、学
校
新
聞
を
創
刊
し
、

自
ら
連
載
小
説
を
執
筆
。
昭
和
42（
1
9
6
7
）
年
に
「
青
ざ
め
た
馬
を

見
よ
」
で
第
56
回
直
木
賞
を
、
同
51（
1
9
7
6
）
年
に
「
青
春
の
門
・
筑

豊
編
」
で
第
10
回
吉
川
栄
治
文
学
賞
を
受
賞
。
ま
た
、直
木
賞
を
は
じ
め
、

多
く
の
文
学
賞
の
選
考
委
員
と
し
て
も
活
躍
し
、現
在
、新
聞
小
説「
親
鸞
」

を
連
載
中
。八
女
市
立
図
書
館
に
は「
五
木
寛
之
コ
ー
ナ
ー
」が
あ
り
ま
す
。

＊ 

直
木
賞
／
新
人
及
び
中
堅
作
家
に
よ
る
大
衆
小
説
作
品
に

与
え
ら
れ
る
文
学
賞
。
文
藝
春
秋
社
社
長
の
菊
池
寛
が
時

代
小
説
の
人
気
作
家
、
直
木
三
十
五
を
記
念
し
て
昭
和
10

（
1
9
3
5
）
年
に
芥
川
賞
と
と
も
に
創
設
し
ま
し
た
。

八
女
の
直
木
賞
作
家

美術と文学を拓いた巨匠たち
あの時の

坂本繁二郎
八
女
の
自
然
と
風
土
を

愛
し
た
洋
画
家

（
1
8
8
2
〜
1
9
6
9
）

　

久
留
米
市
に
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ス
に
留
学
し
て
中
間
色
に
よ

る
独
自
の
色
調
を
身
に
つ
け
ま
し
た
。
帰
国
後
、「
東
洋
の
バ

ル
ビ
ゾ
ン
」
と
呼
ん
で
八
女
の
自
然
と
風
土
を
愛
し
、
ア
ト
リ

エ
を
建
て
て
38
年
間
制
作
に
励
み
、
郷
土
文
化
の
発
展
に
も
大

き
く
貢
献
し
ま
し
た
。
毎
年
文
化
の
日
に
は
、
八
女
公
園
に
あ

る
銅
像
前
で「
帰
居
祭
」が
開
か
れ
、献
茶
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

田崎廣助
日
本
の
山
々
を
描
い
た

風
景
画
の
巨
匠

（
1
8
9
8
〜
1
9
8
4
）

　

自
然
の
風
景
を
日
本
的
な
表
現
で
描
い
た
洋
画
家
。
立
花
町

に
生
ま
れ
て
フ
ラ
ン
ス
に
学
び
、
有
島
生
馬
を
中
心
と
す
る
芸

術
家
団
体
「
一
水
会
」
の
創
設
に
参
加
。
阿
蘇
山
を
は
じ
め
、

日
本
の
山
を
題
材
に
し
た
風
景
画
を
得
意
と
し
、
日
展
の
理
事

も
務
め
ま
し
た
。
立
花
町
ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
に
は
、「
田
崎
廣
助

画
伯
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
置
か
れ
て
お
り
、
観
梅
の
季
節
に
一
般

公
開
さ
れ
ま
す
。

山本健吉
古
典
と
現
代
を
結
ん
だ

文
芸
評
論
家

（
1
9
0
7
〜
1
9
8
8
）

　

豊
か
な
学
識
を
背
景
に
、
古
典
か
ら
現
代
文
学
ま
で
論
じ
た
文

芸
評
論
家
。
黒
木
町
出
身
の
作
家
・
文
芸
評
論
家
、
石
橋
忍
月
の

子
息
で
、
日
本
文
藝
家
協
会
の
会
長
を
務
め
ま
し
た
。
八
女
市
に
は

墓
と
妻
で
俳
人
の
石
橋
秀
野
と
同
じ
石
を
分
け
あ
っ
た
夫
婦
句
碑
が

あ
り
ま
す
。
夫
婦
句
碑
の
建
立
に
際
し
て
、
親
交
の
あ
っ
た
歌
手
の

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
は
「
夢
し
ぐ
れ
」
と
い
う
曲
を
作
り
ま
し
た
。

＊ 

文
化
勲
章
／
科
学
技
術
や
芸
術
な
ど
の
分
野
で
、
文
化
の

発
展
や
向
上
に
め
ざ
ま
し
い
功
績
の
あ
る
人
に
授
与
さ
れ

る
勲
章
。
毎
年
11
月
3
日
の
文
化
の
日
に
皇
居
宮
殿
松
の

間
で
、
天
皇
陛
下
か
ら
直
接
授
与
さ
れ
ま
す
。

文
化
勲
章
受
章
者
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